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主な活動

愛知県水産

第 37 回

行 日：平成

発行：矢作

時：Ｈ30

所：西尾市

加者：20 名

30 日（月
回の WG では
て、吉田海岸
するために何

吉田海岸の

田漁協のアサ

アサリ全国一位

かしながら、現

が全く効果があ

干狩りにこられ

帰ることができ

の原因が特定で

何が影響してい

の干潟の中で

して成長してい

た、この近辺で

り、それが海の

好む環境は異な

年からハマグ

と感じています

ぜ、アサリが急

しつつあるとい

々な環境条件

供給が重要であ

々な変化があ

量であり、それ

勢湾、三河湾

80年頃の発生

ます。 

域からの排水規

排水量規制は貧

潟域で鳥がこ

因と言われてい

川干潟でも同

きれいな干潟に

 

動内容 

産試験場の調

回海部会

成 30 年 9 月

作川流域圏懇

年 7 月 30

市吉良支所 

（事務局含

月）に第 37
は、三河湾の

岸のアサリ漁
何が求められ

のアサリ漁場

リ漁場となる

位の漁獲量が

現在はほとん

ありませんで

れる人も以前

きましたが、

できないまま

いるのか、わ

も所々にアサ

いるかは不明

では今まで生

の環境の変化

なります。 

リの種苗をや

す。 

急激に減少し

いう考えにた

が連動して、

あります。 

る中で、唯一

れと同時に水

に流入する陸

生量が1/２程

規制をやって

貧酸素水の環

なくなったと

います。 

じ現象が起き

にかわってし

調査結果の

会 WG を

月 

懇談会 事務

0 日（水） 

会議室 

含む） 

7 回海部会Ｗ
のアサリ資
漁場の現状を
れているのか

場の現地視

る一色干潟は

があり、愛知

んどアサリの

でした。 

前は制限であ

今はほとん

まきていまし

わかりつつあ

サリの生息す

明です。 

生息していな

化の表れであ

やっています

したか・・・

たどりつきま

海の環境が

一直線的に変

水産資源が直

陸域から発生

程度であり、

ても貧酸素は

環境改善に効

という話であ

きている。過

しまっていま

の概要説明 

を開催し

務局 

13:30～1

ＷＧを開催し
源の減少と
をみるととも
か、意見交換

視察 吉田漁

は日本の三大干

知県の70～80

の漁獲がなく、

ある４㎏を大幅

んど獲ることが

したが、近年

あります。 

する場所があ

なかったハマ

あると思いま

すが、生産に結

色々な検討

ました。 

が形成されて

変化している

直線的に減少し

生源推測結果

チッ素につ

は解消されてい

効果がないとい

あるが、ゴカ

過去はドロド

ます。 

石田会員

しました

16:30 

しました。 
海の環境を
もに、豊か
換を行いまし

漁協石川組

干潟の一つで

0％を占めて

、昨年は六畳

幅に超えるく

ができません

の愛知県水産

りますが、な

グリが自生す

す。アサリが

結び付くには

が進められて

いる中で、特

のが、陸域か

しているとい

によると、最

ついては3～４

いません。 

いうことがわ

イや貝など餌

ロした干潟で

員からの話題

た！ 

をテーマと
かな海に回
した。 

組合長からの

であり、３～4

ていました。 

畳干潟の稚貝

くらいのアサ

ん。 

産試験場の調

なぜ、そこに

するようにな

が好む環境と

は長い年月が

ている中で栄

特に陸域から

からの栄養塩

いう傾向があ

最近のリンの

４割程度との

わかってきま

餌生物が減少

であったが、

題提供 

の話題提供

4年前まで

貝を放流し

サリを持っ

調査結果か

に稚貝が着

なってきて

とハマグリ

が必要であ

栄養塩が不

らの栄養塩

塩の排水制

ります。 

の発生量は

の報告があ

した。 

少したのが

今は固く
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 ３：話

◆お問
矢作川

〒441

TEL 0

＊矢作

今後の

海の地

○10

で貧

○今、

らう

 港湾

では

○10

○有明

ると

○吉田

海岸

○今の

○昔 3

多く

○トリ

その

 アサ

は栄

○4 月

こか

して

○千葉

るの

境で

○アサ

勢湾

○三河

がき

話し合い 

問合せ◆ 
川流域圏懇談会

1-8149 愛

0532(48)8

作川に関する情

のスケジュー

地域部会は、

0 月くらいに

貧酸素水塊に

三河港湾事

うことは可能

湾事務所では

は工程が未定

0 月に現地を

明海で改良素

というのもよ

田漁協の組合

岸の現地を見

のままでは三

30 年位前、

くの人はアサ

リガイやバカ

の対策を施す

サリが完全に

栄養が半分消

月にアサリの

からか移入し

てやってきた

葉県で見つか

のは海外から

であったよう

サリの代用品

湾、三河湾で

河湾でハマグ

きれいになっ

会事務局 

愛知県豊橋市

8107／FAX

情報は、矢作

ール（予定

10 月を予

今の状況から

によって何らか

事務所が色々

能か？（青木）

は六畳干潟を中

定である。（東

みると同時に

素材を置いて

よい。東幡豆の

合長は、これま

見て、組合長の

三河湾から漁業

西三河でノ

サリ漁業に転換

カガイが成長

すことができる

に成熟してい

消耗しているの

の中にカイヤ

したのか？ 

たものではない

かったのが初

ら移入したも

うで、急激に増

品としては、

で大量に漁獲さ

グリが増えて

っていることが

市中野町字平西

X 0532(48)

作川流域圏懇

定） 

予定していま

らどのように

かの影響があ

とアセス関係

） 

中心に平成 2

東方） 

に、港湾事務

、アサリが増

の干潟は環境

までも様々な

の話を聞く場

業がなくなっ

リ漁業者は 5

換した。（天

しているのだ

る。（天野）

ないのに産卵

ので、赤潮や

ヤドリグモが入

また、三番瀬

いか？（天野

めてであり、

のと思われる

増加した。水

ハマグリがよ

されていた種

いるというこ

が関係してい

西 1-6 国土

)8100   

懇談会メーリン

ます。詳細は

にアサリの生息

あるので、そ

係でアサリの

27 年から 3

務所の調査結果

増えたという

境的にも条件

な調査を実践

場を設けたい

ってしまう恐

550 件、今は

野） 

だから、全く

卵する、未熟

や冬場の餌不

入っているの

瀬にハマグリ

野） 

種としては

る。ホンビノ

水温がやや低

よいのではな

種でもある。

ことは、ハマ

いると思う。

土交通省豊橋

     

ングリスト

は別途開催案

息状況が変化

その変化も見て

の調査をしてい

3 年かけて調

果の報告があ

う研究事例が

件がよいと思う

践されており、

い。（石田） 

恐れがある（石

は 19 件であ

餌がないわけ

熟児が多くな

不足で斃死しや

のを確認した

リに似た外来

は有明海など

ノスは東京湾

低いところに適

ないかと思う

（石田） 

マグリの生息

（石川） 

橋河川事務所 

     

（yahagigaw

案内でお知

化するかを再

てみたい。（石

いるので、そ

調査を実施して

あるとよい（

があるので、そ

う。（井上） 

、経験、知識

石川） 

あり、あと数

けではないよ

るという悪循

やすくなる。

た。カイヤドリ

種のホンビノ

に昔からいた

では自然に定

適応しており

。伊勢湾では

に適応した環

事業対策官 

 調査係長 服

wa@iijnet.or

らせいたし

再度見る機会を

石川） 

その状況報告

てきた。今、

（青木） 

それを東幡豆

識も豊富であ

数年でノリ漁業

ように思う。ア

循環ができる

（石田） 

リウミグモは

ノスが非常に

たという説で

定着した可能

り、三河湾、

は最近自然繁

環境に変わり

 松山、事務

服部 

r.jp）までお

します。 

を設けるのも

を 10 月あ

とりまとめ

豆で実践した

ることから、

業者はゼロに

アサリの減少

る。ウミグモ

は昔から三河

に多いが、こ

である。今、

能性があり、

伊勢湾には少

繁殖に近づき

りつつあるの

務副所長 末松

送りください

も良い。8 月、

あたりに実施し

め中であり、現

い。それを観

もう 1 度、

になる恐れが

少要因がわか

が入っている

河湾にいたのか

ういうものに

猛威をふるっ

生態的に適し

少ない。（石田

つつある。元

ではないか。

松 

い。 

、9 月

しても

現時点

観察す

、吉田

ある。

かれば、

る個体

か？ど

に寄生

ってい

した環

田） 

元々伊

。干潟


